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公益財団法人大学基準協会
短期大学評価委員会
委員長　○○　○○　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学長　　　　　　　　　　　　　印

弾力的措置にかかる要件充足確認の申請

本学が、貴協会が定める要件を満たし、短期大学認証評価における「短期大学の創意工夫を促すための弾力的措置」の対象となることについて、確認を求めます。

	評価を予定している年度
	年度

	要件ア）を充足していることの説明

· 要件ア）
基準２「内部質保証」に関し、是正勧告及び改善課題のいずれも提言されていない。
（要件の読み替えについては、短期大学認証評価ハンドブック資料10「機関別認証評価における大学及び短期大学の創意工夫を促すための弾力的措置について」参照。イ及びウも同様）
	※前回の機関別認証評価を本協会以外の機関で受けている場合のみ記載。

	要件イ）を充足していることの説明

· 要件イ）
基準４「教育課程・学習成果」に関し、是正勧告が提言されていない。
	※前回の機関別認証評価を本協会以外の機関で受けている場合のみ記載。

	要件ウ）を充足していることの説明

· 要件ウ）
基準４「教育課程・学習成果」の学習成果の測定に関しては、改善課題も付されていない。
	※前回の機関別認証評価を本協会以外の機関で受けている場合のみ記載。

	要件エ）を充足していることの説明及び根拠資料

· 要件エ）
弾力的措置の対象となることの確認を求める時点において、前回の機関別認証評価以降に自己点検・評価を実施した実績があり、その結果を公表している（全学的な内部質保証活動を対象とした自己点検・評価は必須とする）。
	＜周期＞
· ［※記載例］特定テーマで毎年度実施。包括的点検・評価を○年ごとに実施（資料X）。


	
	根拠資料


	
	＜体制＞
· ［※記載例］「○○会議」を中心組織とし、同会議が・・・・することで全学的に推進。その下で、・・・単位に設けられた「○○委員会」が点検・評価を実施。点検・評価した結果は、「□□委員会」にて・・・（資料M、N）。


	
	根拠資料


	
	＜学科・専攻科等単位の点検・評価＞
· ［※記載例］「○○委員会」が・・・の内容を「○○項目」に沿って実施（資料X）。


	
	根拠資料


	
	＜全学的な内部質保証を対象とした点検・評価＞
· ［※記載例］「○○」が・・・の適切性を○年に一度検証することを規程に明記（資料X）。直近では、20XX年に実施（資料Z）。


	
	根拠資料


	
	＜公表＞
· ［※記載例］特定テーマによるものも、包括評価も、全てウェブサイトで公開
（http://xxxxxxxxxxxxxxxxx）。


	
連絡先情報

	担当部署名
	

	氏名（役職）
	


	郵便番号及び所在地
	


	電話番号
	

	電子メールアドレス
	


＜以下の注記は、申請書提出時には削除してください＞

必要箇所をご記入のうえ、郵送及び電子メールによって、本申請書をご提出ください。
なお、電子メールによる提出の場合は、Word版での提出にご協力ください。
また、要件エ）を充足していることの説明に係る根拠資料についても、本申請書とあわせて、電子データにてご提出ください（郵送は不要）。

＜本協会所在地等＞
〒162-0842　東京都新宿区市谷砂土原町2-7-13　公益財団法人　大学基準協会
メール：daigaku＠juaa.or.jp


